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卒中入院患者350例の対照群とに，心超音波検査法 (Two-dimensional echocardiography , Toshiba S 












いては35例(10%) であり，虚血性脳血管障害群に有意に高い頻度であった( P<0.001) 。
② 心疾患の内訳
心疾患の最終診断の内訳は，虚血性脳血管障害群，対照群の各々に，リウマチ性心疾患37例と 11例，
うっ血型心筋症 7 例と 2 例，肥大型心筋症19例と 3 {71]，僧帽弁輪石灰化症29例と 12例，僧帽弁逸脱症
9 例と 4 例，心筋梗塞10{71]と 9 例，その他(高血圧性心肥大， A S D , Vegetation など) 19例と 13例
であった。虚血性脳血管障害群においては，非リウマチd性心疾患が93{71] (7 1.5%) を占めた。さらに




ウマチd性心疾患， 40才代では29% ， 50才代18% ， 60才代6.4%， 70才代5.8% ， 80才代6.5% と 40才代を
ピークとして加齢とともに減少し， 60才代前後でほぼ一定の割合となるのに対し，僧帽弁輪石灰化症

















③ これら，心疾患の診断には， non-lnVaSlVe に施行できる心超音波検査法は有用であり，特に高齢者
においては，一般検査として必須の検査である。
F円u
論文の審査結果の要旨
本研究は，虚血性脳血管障害患者群350例，対照群350例，計700例という，臨床研究としては非常に多
数の症例に心超音波検査法を用い，虚血性脳血管障害の原因となる心疾患を検討したものである。従来，
塞栓源として重視されてきたリウマチ性心疾患以外に，肥大型心筋症，僧帽弁輪石灰化症などの非リウ
マチd性心疾患が，虚血性脳血管障害患者には高頻度に合併することを明らかとし，とくに，高齢者にお
いては，非リウマチ性心疾患が重視されるべきであるという可能性を示した。
本研究は，心疾患と，虚血性脳血管障害の関連を解明し，虚血性脳血管障害の再発予防さらには，発
症防止という点に，重要な資料を提供するものであり，学位論文に値するものと判断する。
-216一
